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が l 割以上も向上することを確認し この工法が実用上有効であることを実証している。
以上のように，本論文は角形鋼管柱に接合される梁の応力伝達機構について理論的・実験的に詳細に
検討し貴重な知見をもたらすとともに，不明確であった梁ウエブの応力伝達性状を明確にし，理論的
根拠が不十分な現行の設計法にかわる簡潔で合理的な設計指針を導いたもので，建築工学の発展に寄与
するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
-634-
